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菌核の発芽及び子実体の発育に及ぼす光線

の有無と温度の影響について

高　棟　俊　作・加賀谷　松　和

（秋田県果樹試）

1．　ま　え　が　書

モエリヤ病岱CJ〝〃日加β棚H n仙比4£仔∫）に関する

研究は多く．防除技術も一応確立されているが．今だに

安定した防除はなされておらない．その理由は農薬開発

上の間垣であり他は病原菌に関する生態上の間垣である．

特に生態については多くの未知の問題があ少，その解明

が要求されている．モエリヤ病に関する筆者等の一連の

研究は，モエリヤ病防除の簡易化と安全度を高めるもの

である．

前報（第8号）で塾者等はモエリヤ病菌々核の発芽及び

子実体の発育に対し温度（低温）が必須要因であろう．

そして．他のgcgroHnα坤菌では温度よりも光線が必須

要因であるが∫・桝叱潤では光線は温度が光線以前の重要

要因であろうと推論した．本実験においては．温度と光

線の重要度を実験し，前報で推論した結果を得たので報

告する．

2．試験方法及び材料

1　供就蘭核及び植付け法

王汀年5月に現地圃場の国光に発生せる実ぐされのうち，

完全に効果を像したもののみを選抜採集し．直ちに直射

日光のあたらない日陰に放直した・同年11月に完全に薗

核化したもののみ選び保温砂を入れた大型ベトリ皿に各

々100ケを並べ乾く沈圧し根付け，実験期間中は常時保

湿した．

lt汀

之　処理区及び処理月日

処理区を光線遮断区（ベトリ皿に黒新を張付けた）と

光線投入区（ぺトリ皿そのまゝ）に大別し，それぞれに

見に次の処理区を設けた．夜間は電燈照射をしなかった．

Ⅰ区；2亡士1に連置する．Ⅱ区；10℃士2に連毘す

る．皿区；2℃士lKか日間盈き以後10℃士2に移し連

直する．Ⅳ区；2℃士lK劇日間置き以後は皿区に同じ．

Ⅴ区；2℃土lK即日聞置き以後Ⅲ区に同じ，Ⅶ区；2

℃土l K10日置き次に10℃土2に10日聞直き．史に2℃

士1に10日扱き以後10℃士2に連荘する．Ⅶ区；2℃土

1に10℃土2に訪日赴き史に2℃士lに40日鑑き．以後

10℃土2紅蓮直する．実験は訂年11月17日に始めた．

a　調査方庭

調査は初発芽後10日毎に前報の基準に基づいて発芽．

子実体の生育過程を調べた．

5．実　験　結　果

1；乱該の発芽及び子実体増加

明．暗処理区における菌核の発芽率はⅧ・1．8Ll界．

総発生子実体故は垢個で7・2（実政874）7・0（初日，

菌核当り子実体奴は4・8．4．8ケであり．それぞれ僅少で

あり有意差は始められない・又発芽及び子実体の増加消

長においても大差は弛められない．差異は温度処理区に

謎められ，前報と同じ傾向を示した．供就南核の不整→

から結果は前報の様に亜－で夜いがⅡ区では初期の発芽

率，子実体重は多いが，最終値は低い．これに対し低温

（2℃士lJに長く監かれたもの梓・増加は急汲で．最

終信もⅡ区より高い．



1伍 東北崖基研究　第6号

第1釆　幽核の発芽及び子実体増加

、貞 明　　　　　　　　　　　 区 暗　　　　　　　　　　　　 区

＿＿里 別

・空 叫

謝 ・

9 ．0 1 4 ．0

14 ．0 19 ．0

1 5 ．0 1 7 ．0 1

1 0 ・0 －16 ・O L

泰

弘 b

茄 ．9

三方．0

24 ．0

2 4．0

3 1．0

‰

由 ．b

阻 3 l

乱 O l

為 ．0

2 8 ．0

4 3 ．0

弘 ．0

4 ．1

膏 ‾

弛 ．0

2 7．0

4 3 ．0

6 5 ．0

；二… 1

5 ．5

4 ．0

転 ㍉ 可

一p ．0

7 5 ．3

廃 ．0

朗 ．0

才7．0

偽 ．0

6 4 ．0

雪 元 悔 ㌔

面 了d

度 ：

滋 ．0

！15 ・0

：16．0

㌦

由 ．0‾

盟 ．7

乱 0

：翌．0

16 ．0

：あ ．0

≡9 ．0

‰

由 ．‾6

鴇 ．5

鉱 ．0 1

… ：…』

‰ ‰ ‰ ㍉ ▲町 ㌔ ㍉ ㌦

46．0

m ．5

8 4 ．0

5 9 ．0

2 6 ．0

芸 ：3 1

」姐．0

74．4

8 5．U

7 9．0

怨 ．0

5 4 ．0

6 6 ．0

王汀．0

73 ．4

き汀．0 ゝ

阻 0 1

乱 O l

隠 ．0

m ．0

6 7．0

7 8 ．9

鉱 ．0

8 6 ．0

m ．0

7 1．0

（臥 0

7 7．1

1謁．0

4 8．0

の ．0

7 2 ．0

4 1．0

雄 ．4

4 6．0

8 1．0

ま）．0

48 ．0

劇 ．n

5 6 ．4

（乱 0

3 4．0

4 4．0

5 2 ．0

伊 ．0

一妬．0

8 ；．3

辞 ．0

5 1 ．0

4 2 ．0

設 3 1

皿 ．0

≡ ；引

田 ・0 云

扮 ．0 ≒

芝 …i

乃 ・0 1

槌 ・叫

阻 O i

7 3 ．0

鴎 ．4

界 ．0

7 5 ．0

g ）．0 ！

62 ．0

邸 ．0 缶 ．0

偽 ．4 ‘符 ．3

85 ．0 7 1 ．0

7 6 ．0 7 1 ．0

艶 ．0 部 ．0

6 7．0 随 ．0

Ⅶ l

盟 ．O i

叫

2 ．9 1

2 ．2 と

…二； 弓

2 ．4 l

8．2

訂 云

10 ．4

2 ．1

3 ．2

6 ．6

4 ．9

5 ．8

1 ．8

盗）．0

3，4

4 5．0

3 ．8

8 1．0 8 6 ．0 缶 ．0 王諺．0 庄l．0 7 7 ．U 巧 ．O L三野．0　8 3．0 踵 ．0

総

子

箋

㌻

i蓋 t

怒 ら

弓Ⅶ

Ⅶ

4．6

5 ．6

4 ．6 1 4 ．9 5 ．7 6 ．0 6．7
瓦 4 3 ．5 8 ．7 4 ．1 4 ．2 4 ．2 4 ．4

5 ．2

4 ・8 毒 5 ．8 ■　7 ．1 7 ．4

4 ．0 ；：：弓5 ．2

4 ．0

5 ．7 5 ．8 5 ．8 6 ．1 6．1 ：2 ．9 3 ．5 4．2 4 ．9 4 ．9 ．5 ・1 5 ．6 ．5 ．4 5 ．6 6．1

2 ．7 6 ．8 7 ．4 7 ．5 7 ．4 7 ．9 6．5

6 ．1

■3 ．5

3 ．1

8 ．6 8 ．8 4 ．4 5 ．4 6 ．2 6 ．6

5 ．7

4．5

4 ．9

6．9 L 7 ．2

6・引 6・8

串

7 ．8 6．5

3 ．2 8 ．3

8 ．2 ・

3．5

． 3 ．2

4．5 5 ．5 7 ．5 7 ．8 8 ．1 3 ．2 3 ．5 8 ．5 8 ．8 4 ．5 7 ．1 6 ．6

2 ．8 8 ．6 8 ．6 8．6 4 ．0 5 ．2 6 ．5 6 ．9
1 2 ．8 2 ．9 8 ．4 8 ．6 4 ．2 4 ．2 7 ．0 7 ．1

2 ．7 3 ．7 4 ．1 4 ．3 4 ．5 4 ．9 5 ．2 5 ．9 6 ．1 ；二；L ；：； 乱 2 4 ．1 4 ．8 4．6 4 ．9 6 ．2 6 ．5

3 ．5

8二菖

4 ．1

云 5

4 ．5

3 ．2

4 ．8

盲 盲

5 ．2 5 ．2 5 ．2 5 ．6 6 ．8 3 ．9 4 ．6 4 ．9 5．1 5 ．5 6 ．6 5．6 6 ．0 6 ．6 7 ．4

4 ．7

1 2 ．6 1 9 ．9

】詔．4

11．7

銘 ‾方 1．6 1 9 ．5 1．2 1 ．7 3 ．9 2 ．2

1 8 ．0

8 ．4

6 7

1．7 7 ．0 18 ．9 4 1．5

■7 ．8

12 ．4

1 7 ．7 盟 ．0 9 ．9 0 ．8 1 4．7

怨 ．2

4 ．9

5 ．6 1 2 ．9 1．8　 9 ．9 i 8 ．2 1乱 6 1 7 ．7 6．2

2 1 ．5

1 0．4

2 ．9

10 ．6

訪 ．5

5 0

蓋 …弓

10 ．2

1 2 ．7

L1 4 ・1

11 0 ．8

1 9 ．8

6．7

1 ．5

2 ．8

3．7

0 ．4

l

1 5 ．0

1．4

1 9 ．5

8 ．7

17 ．2

12 ．5

0 4

4 ．6

亀 ．7

4 8

1 7 ．2

2 5 ．4

払 4

8 ．0

2 i．0

1 0 ．9　8 ．7

1 9 2 6 4

i 3 ：；

5 6

2．6

2．8

3 9

6 ．9

0 ．8

2．5

5 ．4

1 0．4

4 2 ．2

8 ．1
3 ．3

1 1 ．4

0．4

6．4

8 ．6

4．5

4 ．8 1 0 ．6 19 ．8 1 5 ．9 6．4　 5．0 1 8 ．9 2．5 7 ．1 5 ．7 2 ．5 1 6 ．1
1

9 ．4
1 6 ．4 1 5 ．0

2 ．2

1 ．6

4 ．9

1．6

4 ．2

2 ．0

L 2 ．5

1 1 ．4

6．1 7 ．8 4 2 0　 7 5 7 8 8 ．0 5 ．1 五 9 6 ．5 2 ．2 1 1．9 17 ．7 乱 ．9

芽

Ⅰ 1．8 1．8 2 ．4 乱 2 4 ．4 4 ．5
T i 1．8 1 ．5 1 ．6 2．0 1．0 1．7 ■8 ．1 2 ．6 4 ．2 4 ．9

iⅡ 1．2 1 ．5 1．9 2 ．0 1 2 ．0
2．2 2．8 2 ．4 2 ．4 乙6 2 ．7 1 ．8 1 ．5 1．6 2 ．1 1．9 2 ．0 2 ．1 2 ．2 ；2 ・8 2 ．5 8 ．0

・‾Ⅲ 1．2 1 ．4 1 ．5 1．6 2 ．4 3 ．8 4 ．8 5 ．2 4 ．6 5．7 4．1 1．7 1 ．5
1・6 】l ・8 2．4 ： 2．9 8 ．5 8 ．5 ！4 ．2 4 ．7 8 ．9

歯 数
Ⅳ 2 ．9 1 ．8 1 ．5 1．6 1 ．7 1 ．6 2．1 5 ．0 4 ．5 6 ．2 4 ．6 1 ．4 1．5 1．5 ≠l ・4 1 ．6 1 ．8

8 ．0 3 ．6 4．2 4 ．7 3 ．8

篭 Ⅴ 1．5 1．8 1 ．4 1 ．5 1．7 1 ．8 1 ．7 1 ．7 2 ．6 3 ．8 4 ．9 1．5 1．6 1 ．7 【 1．6 1 ．6 1 ．6 1．7 2 ．0 a l
8 ．8 4 ．2

Ⅶ 1．8 1．8 1．6 1 ．6 1 ．8 1 ．9 2 ．2 2 ．6 2 ．9 8 ．0 3 ．7 1．1 1．8 1 ．9 1．8 1．9
乙 8 2 ．1 2．5 8 ．1 8．6 4 ．1

り、J
Ⅶ 1 ．4 1 ．6　 1．6 1 ．7 1 ．7 2 ．2 乙 2 2 ．1 2 ．5 3 ．9 5 ．8 ‾l l・2 1．7 1．8 1．8

2 ．0 2 ．1 2 ．2 2 ．2 2 ．8 8 ．5　 4 ．8

2　発生子乗体の発育経過

明処理区
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発生子実体の発胃経過も．明．暗処理区で大差は威め

られず．暗処理区で．Ⅰ型子実体の経過期陶が若干長く

最終時に各gJ砂　の子実体がそれぞれ残存している割合

が多いことで．各∫J郡が明処理区より若干長びく傾向が

ある位の書を謎めるだけである．温度処理区の差異は前

報同様の傾向を示した．

a　発生子実体の形状

q）形態：暗処理区の子実体は各班酢共に垂が長く

明区の子実体の平均2－8倍である．Ⅰ，Ⅱ型子実体は

直立しているがⅡ塾以上になるとわん曲－　ねじれる吻合

が大部分である．明区のものは自然に弛められるものと

全く向じであった．

膠　色調：暗区子実体鱒各油酢のもの共に灰自一淡

梱灰色を呈し．貧弱な色調である明区は栂色であった・

¢）碕形：暗，明区共にサンゴ状或は分岐になった

ものは若干謎め帥軸；，区で差は誠められず1－2％前

後であった．
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4，　考　　　　察

薗核の発芽及び子実体の発育縫返等に於ては明．暗区

で善は謎められず．光線は重要夜宴因とはならなかった・

それに対し．温度（低温）は前報で推論した如く，必須

要因である結果を得た．将に，Ⅴ型子実体発現にとって

は明らかに重要要因である．しかし暗区の子実体は．垂

が長く色調も悪く，徒長軟弱であり．わん曲になること

から光線は子実体の生育過程中に必要を要因であろう・

形成されたノ如叫押切・の病原性（棄ぐされ感染鮎）にお

いては接種試験で差が認められ夜かつたから血蝕叫相形

成にまでも作用しない様である．木村氏が報じている如

く．雪棟期間が100日以上の地帯でモニリヤ病の扱者が

著しいことと不実験における低温処理区でⅤ型子実体が

集中的に発現してくることと関連しているのはないかと

想像される．今後この間砲を検討してゆきたい．


